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園庭に紫陽花が咲き始めました。梅雨入りをし、雨の降る日が増えてきましたが、子どもたちは元気いっぱ

い遊んでいます。大型積み木で自分たちの場を作り友達と一緒にごっこ遊びをしたり、草花を使った色水遊び

をしたり、鬼遊びをして体を動かしたりするなど、自分のしたい遊びの中で考えを巡らせながらじっくり取り

組んでいます。 

 

大型積み木  

大型積み木を使って様々に場を作り、遊んでいます。大きい積み木を使う際には、友達と声を掛け合って 2人

で運んだり、積み木を積み重ねるときは、崩れにくいように積み木の形や向きを考えたり、角を合わせて置いた

りなど、友達と協力し、自分で安全に気を付けながら遊ぶ体験を重ねる機会になっています。 

友達と一緒に積み木を使って遊びの場を作っていると、自分の思いやイメージが友達に伝わらなかったり、自

分の思いだけで行動したりすることでトラブルになる姿が度々見られます。相手に分かるように伝えることや、

相手の思いに目を向け、伝え方を知らせたり相手の思いを知って考えたりすることができるよう関わっています。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動講習がありました  

 PTA の協力で山田先生を招き、マットを使った運動をしました。様々な動きに挑戦する姿が見られ、マット

が揺れないようにゆっくり進んだり、揺れに負けないよう体を支えまっすぐ進んだりしました。幼児期は、体の

基本的な動きを身に付けやすい時期です。この時期に、様々な動きを体験することで、体力や運動能力が向上す

るだけでなく、とっさのときの身を守る動きにつながったり、できるようになろうと粘り強く取り組む意欲が育

ったりします。教わった遊びは室内でもできるので、猛暑の時期にも体を動かす機会をたくさん作れそうです。

運動講習で経験した動きを『幼児期に身につけたい 36の基本動作』（スポーツ庁）を参考に紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そら・うみだより 第３号 

（学年だより） 
 

 

   

積み木を運ぶ体

力や体の使い方 

組み立てるとき

の見通し 

１ 健康な心

と体 

積み木の長短や高低の違う積み木を 

組み合わせたり、比べたりしながら遊ぶ。 

８ 数量・図形、文字等への関心・感覚 

互いの意思や

考えを言葉で

伝え共有し 

実現するため

に協力する。 

3協同性  

９ 言葉 

積み木を使うときの約束が分かり、 

自分たちで安全に遊んでいる。 

４ 道徳性・規範意識の芽生え 

2５ つかむ ３ まわる 

20 支える 

2 おきる 

17 はう 

１６ くぐる 
2３ おさえる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡事項 

①着替え袋の中身の入れ替えをお願いします 

・汗や水遊びなどで服が汚れることが予想されます。 

着替え袋の中身を確認していただき、入れ替えをお願いします。 

2セットは常に入れておいていただくと安心かと思います。 

・梅雨は肌寒い日もあるので、長袖 Tシャツやはおる物などを入れておくとよいと思います。 

※汚れたものを入れるビニール袋（記名をしてください）は、必ず入れておいてください。 

着替えやビニール袋を使ったらその都度補充をお願いします。 

 

 

②七夕の短冊について 

・６月２６日（金）に、自分で模様をつけた短冊を２枚持ち帰ります。 

・模様のある方を表にして、１枚はお子さんの願い事、もう１枚は家族の願い事を書いてください。 

 ※１ どちらもお子さんの名前を表に記入してください。 

幼児同士で見合えるように、願い事と名前は、ひらがなで書いてください。 

※２ 願い事は、こうなりたいという気持ちがもてるようなものを書いてください。 

・７月１日（水）までに持ってきてください。 

 

 

 

 

 

 

おたんじょうび おめでとう！ 
                  ＜そら組＞         ＜うみ組＞ 
                 

                   

 

 

生活習慣のポイント ～傘を自分で畳んでいますか～ 

雨が降る日が増え、傘を使う機会が増えています。登降園時の子どもたちの様子を見ると、傘を自分で畳ま

ずにお家の方に頼っている姿や、自分でしようとしてもうまくできずに困る姿が見られます。 

小学校に行くと子どもたちは、自分で傘をさし、自分で傘を畳んで教室に入ります。近くに頼れる人がいる

とは限らず、自分でできないと子どもたちが困ることになります。 

 

園では、雨が降った日に、傘の始末を自分でしたかを聞いたり自分で始末した子どもたちの姿を認めたりし

ながら、自分でできるよさを感じて取り組めるよう関わっています。雨が降ったときを活用し、ぜひご家庭で

もお子さんが自分でできるよう具体的な方法を知らせたり、自分から取り組む姿を認めたりしていただければ

と思います。園でも引き続き、自分でできることが増える喜びを大切にして見守ります。そして、テラスが濡

れていることもあるので、立ったまま靴の脱ぎ履きができるようにしていきたいと思っています。 

 

 


